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営業収入
1,203億円
（前年同四半期比2.0%増）

営業利益
259億円

（前年同四半期比21.1%増）

経常利益
302億円

（前年同四半期比32.8%増）

215億円
（前年同四半期比42.9%増）

親会社株主に帰属する
四半期純利益

≫親会社株主に帰属する
　当期（四半期）純利益 （億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫総資産/純資産（億円）
■総資産（第2四半期連結会計期間）　■総資産（期末）
■純資産（第2四半期連結会計期間）　■純資産（期末）
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≫営業収入（億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫営業利益（億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫経常利益（億円）
■第2四半期連結累計期間　■期末
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≫事業部門別営業収入構成比

■映画事業
65.0%
■演劇事業
6.9%
■不動産事業
27.6%
■その他事業
0.5%

営業収入
1,203億円

　当社グループを取り巻く経営環境は、エンタ
テインメント産業においては新型コロナウイルス
感染状況による影響が徐々に解消され回復 
基調にあるものの、経済状況全般としては 
ウクライナ情勢などの地政学的リスクの高まり
などもあり、先行きの見通しは未だ不透明で 
あります。このような環境下においても、当社
グループの各映画館や演劇劇場では、適切な
新型コロナウイルス感染防止策を講じながら、
より多くのお客様に良質な映画、演劇を届ける
べく努めてまいりました。
　 映 画 事 業においては、『 名 探 偵コナン  
ハロウィンの花嫁 』『シン・ウルトラマン』 

『キングダム2 遥かなる大地へ』が大ヒットを
記録し、さらに東和ピクチャーズ配給『トップガン 
マーヴェリック』が興行収入130億円を超える
大ヒットとなり、また東宝東和配給『ジュラシック・
ワールド／新たなる支配者』『SING／シング：
ネクストステージ』など洋画作品もヒットし、 
映画事業の業績に貢献いたしました。映像事業
においては、「SPY×FAMILY」「呪術廻戦」
「僕のヒーローアカデミア」といったTOHO 
animationの各人気シリーズ作品が、Blu-ray
等の販売や商品化ライセンス、国内外での 
配信等の多面的な展開が好調でありました。

　演劇事業においては、高い評価を得ました
東宝創立90周年記念作品『千と千尋の神隠し』
をはじめ『Endless SHOCK-Eternal-』 

『ミス・サイゴン』といった人気ミュージカル作品
を上演し、新型コロナウイルスによる影響などで
公演中止が発生した演目があったものの、演劇
というライブならではの感動を多くのお客様に
お届けできたと考えております。
　不動産事業でも、一時的な改修工事等の
経費増加等はあったものの、所有する不動産
物件は順調に稼働し、底堅い業績を収める 
ことができております。
　これらの結果、当社グループの第134期第2
四半期決算は、営業収入1,203億５千３百万円

（前年同四半期比2.0％増）、営業利益259億
8千4百万円（同21.1％増）、経常利益302億
1千3百万円（同32.8％増）、親会社株主に
帰属する四半期純利益215億5千8百万円 

（同42.9％増）と増収増益を達成いたしました。
　下期についても、新型コロナウイルスの影響
が継続する可能性もありますが、新海誠監督の
3年ぶりの新作となる『すずめの戸締まり』を
はじめ多くの話題作を提供しながら、各事業に
おいて着実な業績向上に努めてまいります。 
通期の業績見通しは期初予想を上回ったため、

営業収入2,400億円（修正前2,320億円）、
営業利益420億円（同380億円）、経常利益
450億円（同410億円）、親会社株主に帰属する
当期純利益320億円（同285億円）と上方修正
いたしました。
　また、当社グループは、「長期ビジョン2032」
及び「中期経営計画 2025」からなる「TOHO 
VISION 2032 東宝グループ 経営戦略」を
スタートさせておりますが、それらの取組みの
一環でもある、帝劇ビルの再開発を先日発表
いたしました。当社演劇事業にとって象徴である
帝国劇場を含む帝劇ビルの再開発により、 
不動産事業と演劇事業のさらなる拡大に取り
組んでまいります。また、アニメ事業をさらに
推し進めるために、アニメ事業に特化した部門
として「アニメ本部」「TOHO animation」
を新設し、アニメ事業を新たな主事業として
「第4の柱」にすべく取組んでまいります。
　当社グループでは、「TOHO VISION 2032　
東宝グループ 経営戦略」に基づき、中長期的
な企業価値向上に向けて多くの取組みを開始
しております。株主の皆様におかれましては、
今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、心から
お願い申し上げます。

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
第134期第2四半期（2022年3月1日から2022年8月31日まで）の業績等につきまして、
ここにご報告申し上げます。

映画興行事業をはじめ、各事業が高水準で推移し、増収増益
通期連結業績予想を上方修正

代表取締役社長
松岡宏泰



健全な娯楽を広く大衆に提供すること T O H O  I R  R e p o r t 第134期中間期株主通信

〒100-8415 東京都千代田区有楽町一丁目２番２号
総務部　電話（03）3591-1214　
https://www.toho.co.jp/

見やすい
ユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

Coming Soon　公開予定作品および公演予定作品

当社は、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めながら、下記の作品を始めとする幅広いラインナップをお届けしてまいります。

≫株式の状況（2022年8月31日現在）
発行可能株式総数 �  400,000,000株
発行済株式の総数 �  186,490,633株
� （自己株式10,426,328株を含む）
株主数 �  28,620名
� （前期末比1,240名増）

≫株式事務のご案内
株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所 東京都府中市日鋼町1-1　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
（ 電 話 照 会 先 ） 0120-232-711（通話料無料）
＊証券会社で株を保有されている株主様は、ご利用の証券会社にお問い合わせください。
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当下期提供予定演劇作品
◦DREAM BOYS
◦エリザベート
◦ジャニーズ伝説 2022 at 

IMPERIAL THEATRE
◦JOHNNYS’ World  

Next Stage
◦キングダム

帝
国
劇
場

◦モダン・ミリー
◦アルキメデスの大戦
◦The Fantasticks
◦SHOW-ism XI『ベルベル・ランデヴー』
◦4000マイルズ～旅立ちの時～
◦海宝直人コンサート『ATTENTION PLEASE!』
◦ファースト・デート
◦CLUB SEVEN 20th Anniversary

シ
ア
タ
ー
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 ◦ 映 画 事 業

『すずめの戸締まり』
大ヒット公開中

©2022「すずめの戸締まり」製作委員会

『ブラックナイトパレード』
12月23日公開

©2022「ブラックナイトパレード」製作委員会 
©中村光／集英社

 ◦ 演 劇 事 業

『キングダム』
2023年2月5日～27日

帝国劇場公演

『4000マイルズ
～旅立ちの時～』

12月12日～28日
シアタークリエ公演
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当下期提供予定映画作品（映像事業部配給作品を除く）

◦百花
◦沈黙のパレード
◦七人の秘書 THE MOVIE
◦線は、僕を描く
◦すずめの戸締まり
◦ラ―ゲリより愛を込めて

◦Dr.コトー診療所
◦ブラックナイトパレード
◦映画「イチケイのカラス」
◦湯道

 ◦ ア ニ メ 事 業

「TRIGUN STAMPEDE」
2023年1月放送開始

© 2023 内藤泰弘・少年画報社／ 
「TRIGUN STAMPEDE」製作委員会

『BLUE GIANT』
2023年2月17日公開

©2023 映画「BLUE GIANT」製作委員会　 
©2013 石塚真一／小学館

Topics　トピックス

　「帝国劇場」を擁する「帝劇ビル」は、2025年を目途に閉館し、建て替える
ことを決定いたしました。
　当社グループは、本年４月に「TOHO VISION 2032 東宝グループ  
経営戦略」を公表し、創立100周年に向けた成長戦略に取り組んでおります。
その具体的施策として、本案件は不動産関連投資と演劇事業拡大における 
中心的な取り組みとして、中長期的な収益基盤の強化を目指します。
　現在の「帝国劇場」は、1911年に近代日本の文化芸術のフラッグシップ
として開設された後、1966年に建替え竣工した２代目であり、日本を代表する 
演劇・ミュージカルの聖地として、長年の間、多くの観劇ファン・俳優から 
愛されてまいりました。建替え後のビルにおいても、お客様に愛される新たな 

「帝国劇場」の再開を目指してまいります。
　帝国劇場の再開発を通して、「大衆性と芸術性の融合」というモットーの下、
演劇文化のさらなる発展に貢献してまいります。現「帝国劇場」の2025年 
大千穐楽まで、どうぞ変わらぬご支援を賜り、新ビル並びに新劇場の誕生を 
ご期待ください。

帝劇ビルの再開発を決定！

2025年に閉館予定の帝国劇場外観


